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社内外で着実な成果を達成。
この「2016 グローバル ソーシャル インパクト パフォーマンス」レポートでは、常に人間性という観点に立っ
て業績を追求するという、Starbucks の全社的な取り組みの進捗をお伝えいたします。Starbucks は、全世界  75 
か国、330,000 人以上に及ぶパートナーの皆様にご協力いただき、サービス提供における当社目標の大半を
上回る業績を上げ、財務面でも昨年に引き続き前年度実績を塗り替えることができました。Starbucks は、当
社と長きにわたり戦略パートナー関係を築いているコンサベーション インターナショナル  (CI: Conservation 
International) やフィーディング アメリカ (Feeding America) などの各種機関、さらには全世界のコミュニティ 
サービス パートナーの協力を得て、当社の規模を活かした社会貢献活動を実現しています。

Starbucks では、明確な価値観に基づく意思決定と全社を挙げた取り組みのもと、一丸となって大きく歩みを進
めることができました。これからの 1 年間でも、さらに大胆かつ意欲的な取り組みを進めてまいります。

Kevin Johnson、 
プレジデント兼 CEO



starbucks.com/social-impact

Starbucks は、当社の価値観と規模を最大限に活かせる分野とし
て、次の  4 つの取り組みに注力してまいります。 

•   コ ー ヒ ー 生 産 者 コ ミ ュ ニ テ ィ に所属する全世界 100 万人の生活の質を高
めるという役割を Starbucks が担うことで、コーヒーを世界一持続可能性に優れ
た農産物にする

•   世界最大のグ リ ー ン  リ テ ー ル  ビ ジ ネ スを構築・運営する 

•   100 万人の雇用創出に向け道 筋 を 切 り 開 く

•   あらゆるコミュニティを受け入れ、彼らが抱える問題をよい方向に導く原動力と
なり、コ ミ ュ ニ テ ィ の チ カ ラ を 高 め る

さらに加速する取り組み。
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Starbucks では、自社が調達するコー
ヒーにおける「倫理的に調達された
コーヒー」の割合を  99% にするとい
う  1 つのマイルストーンを既に達成し
ています。
しかし私たちはさらに先を目指します。引き続きコーヒー栽培農家に
ご参加いただきながら、最後の 1% を埋めることに取り組んでまいり
ます。たとえば当社の「Starbucks Reserve® Eastern D.R. Congo Lake 
Kivu」コーヒーでは、コーヒー栽培農家と連携しながら倫理的な調達の
取り組みを拡大しています。

当社では、全世界のコーヒー生産コミュニティで Starbucks のコーヒー
栽培に従事する 100 万人の栽培農家と作業従事者が、今まで以上の繁
栄と、気候変動に強い生産体制を手にする未来を確信しています。その
ために Starbucks は、コーヒー生産コミュニティへの投資、コーヒーに
関する技術的知識の提供、最先端の手法の考案を実践してまいります。
さらに当社では、倫理的な調達を 100% にする取り組みに加え、コー
ヒーを世界一持続可能性に優れた農産物にするための活動を、コーヒー
事業者各社と連携して展開しています。

コーヒー栽培農家に対する投資
パートナーとお客様のご協力をいただき、Starbucks ではこれまで
2,500 万本を超える苗木をコーヒー栽培農家に寄付しています。この
苗木を寄付する活動は、コーヒーの長期的な供給およびコーヒー栽培
農家の経済発展を支援することを目的とした「One Tree for Every Bag」
キャンペーンとして、2015 年 9 月に開始されました。本キャンペーン
の目的は、寿命が近づきつつある、コーヒーさび病などの病気があるな
どの理由で生産性が低下している木を植え替えるためのコーヒーの苗木 

2,000 万本分の資金を集めることでした。2016 年末の目標達成を目指
していましたが、Starbucks のお客様の多大なご協力をいただき、わず
か 1 年ほどで目標を大きく上回る資金を集めることができました。

このキャンペーンの成功を活かすため、Starbucks では現在、目標値を 
4 倍に引き上げることを予定しています。具体的には、気候変動の影響
を最も受けやすいコーヒー生産コミュニティを購買先とする未焙煎コー
ヒーの調達活動と組み合わせ、健康なコーヒーの苗木 1 億本を 2025 
年までにコーヒー栽培農家に寄付することを目指す予定です。

さらに、木の植え替えを希望するその他の生産コミュニティがプログラ
ムを利用する際に役立つよう、コンサベーション インターナショナル
および当社の現地パートナーと協力して、コーヒー業界で Starbucks が
蓄積してきたさまざまな知識と経験を提供する予定です。

さらに Starbucks では、コーヒー栽培農家に 5,000 万ドルの融資を提
供する「グローバル ファーマー ファンド (Global Farmer Fund)」を実
施しており、栽培農家はこれらの融資を農学研究、農地再生、インフラ
改善に役立てることができます。これは、コーヒーの品質向上、コーヒー
の持続可能性強化、さらにはスペシャルティ コーヒー産業の経済的利
益に直接的な影響をもたらす取り組みだと考えています。

ほかにも Starbucks ファウンデーションでは、コーヒー生産コミュニ
ティが直面している重要課題の解決を支援するため、現地を熟知するさ
まざまな機関と連携し、持続可能性を実現するための解決策を模索して
います。Starbucks ファウンデーションは 2014 年以来、コーヒー生産
コミュニティや茶葉生産コミュニティの小規模コーヒー栽培農家が運営
する施設に生産地助成金を拠出しています。この助成金の直接または間
接的な受益者は現在 47,000 人にも達していますが、Starbucks ファウ
ンデーションでは 2020 年までにこの数字を 250,000 人に拡大する考
えです。

将来に向けた取り組み  -  
持続可能性に優れたコーヒー

http://www.conservation.org/stories/sustainable-coffee-challenge/Pages/overview.aspx
http://www.conservation.org/stories/sustainable-coffee-challenge/Pages/overview.aspx
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2016 年、コンサベーション インターナショナルの協力のもと、生活
基盤としてのコーヒー生産を再度確立するための「ネット ポジティブ 
モデル」提供を目指す新しいプロジェクトが、メキシコのオアハカで 
Starbucks の融資により開始されました。かつてオアハカは世界的に重
要な高品質スペシャルティ コーヒーの生産地でしたが、気候変動、不
便な市場アクセス、貧困、移民といったさまざまな課題により、現在の
生産力は大きく落ち込んでいます。こうした状況の中、オアハカの農業
コミュニティの生活を安定させ、栽培農家がコーヒー生産を継続できる
ようにするため、コーヒー栽培農家の日照管理システムを改善する、副
収入源を充実させるといった取り組みを、CI が現地パートナーと連携
して展開しています。今後は、淡水資源を保護するための水保全に関す
る講習や、女性、現地農家、現地農家の家族の積極的な参加を促す取り
組みを実施する予定です。

コーヒーの技術的知識をシェア
Starbucks は現在、インドネシア、ルワンダ、最近ではメキシコな
ど、世界の主要なコーヒー生産国で 8 つのファーマー サポート セン
ターを運営しています。さらに、農学をオープンソース化するという 
Starbucks の方針のもと、こうした地域のコーヒー栽培農家に、病気に
強い新品種や最新の土壌管理技術など、Starbucks で最先端の研究を
行っている農学者による最新の知見を無料で開放する予定です。栽培農
家は従来の栽培手法を活用しながら、これらの継続的なサポートを利用
して農産物の品質を向上させ、収穫高を増加させることができます。こ
のことは収益性の向上にもつながるため、将来は誰もが質の高いコー
ヒーを生産できるようになるはずです。私たちは、このグローバル ネッ
トワークが提供する講習を受講するにコーヒー生産者は 2020 年まで
に 200,000 人に達すると見込んでいます。

持 続 可 能 性  1 0 0 %  の コ ー ヒ ー 実 現 に 取 り 組 む 団 体 を
設立
さまざまな企業と機関が協力し解決策を共有できれば、コーヒー業界に
おける最重要課題の解決はさらに加速するはずです。こうした確信のも

と Starbucks は、コーヒーを世界一持続可能性に優れた農産物にするた
めの行動を促進するサステナブル・コーヒー・チャレンジ (Sustainable 
Coffee Challenge) の創設メンバーになりました。コンサベーション 
インターナショナルを中心に多様なメンバーで構成される同団体は、
2015 年の国連気候変動パリ会議で最初に発表され、現在、Starbucks 
以外のコーヒー事業者、非政府組織、メキシコ政府、ルワンダ政府など 
60 を超えるメンバーが加盟しています。現在同団体では、業界全体へ
の呼びかけを通して、栽培農家、作業従事者、生産コミュニティの繁栄
と質の高い生活、安定したコーヒー供給、自然保護を維持するための革
新的な解決策の研究を開始しています。Starbucks でも、業界各社との
連携が生まれたことによって、100 万本の苗木を提供するという自社
の取り組みをさらに拡大することになりました。現在サステナブル・コー
ヒー・チャレンジでは、コーヒー業界全体で 10 億本の苗木を提供する
取り組みが合意に達しつつあります。さらに、スピード感のある植え替
えのための共通指針の策定も進んでいます。Starbucks のパートナーも
お客様も、ぜひサステナブル・コーヒー・チャレンジの取り組みにご参
加ください。最新情報は sustaincoffee.org でご確認いただけます。

持続可能性の実現に役立てられる社債を初めて発行
2016 年 5 月、Starbucks は米国社債「サステナビリティ ボンド 
(Sustainability Bond)」を初めて発行いたしました。Starbucks では、5 
億ドルに及ぶ調達額の総収益を適切なサステナビリティ プロジェクト
に投じることで、コーヒー サプライ チェーン マネジメントを中心とす
るサステナビリティ プログラムの強化を実現する予定です。

取り組みをコーヒー以外にも拡大
Starbucks では、茶葉とココア豆についても倫理的な調達 100% の実
現に取り組んでいます。取り組みの詳しい内容と達成状況については、
starbucks.com/social-impact にてご覧いただけます。

http://www.conservation.org/stories/sustainable-coffee-challenge/Pages/overview.aspx
http://starbucks.com/social-impact
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調達に関する取り組み

倫理的に調達された
コーヒーの割合を  
100% に

コーヒー苗木の植樹

2025 年までに  1 億本の
コーヒー苗木を栽培農
家に寄付

S T A R B U C K S  グローバ
ル  ファーマー  ファンド

2020 年までに
コーヒー栽培農
家に 5,000 万ド
ルを融資

目
標 持続可能性に優れた

コーヒー

農学のオープンソース化

2020 年までに  200,000 人のコー
ヒー栽培農家に講習を実施

starbucks.com/social-impact

http://starbucks.com/social-impact
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S T A R B U C K S  契 約 農 家 の 声

 「One Tree for Every 
Bag」キャンペーン
二代にわたるコーヒー栽培農家であり、愛すべき祖母で
もある Catalina Pacheco さん。グアテマラの丘陵に広が
る、ご自身が経営する農場「La Finca San José」から収穫
したコーヒー豆を丁寧に焙煎してくれました。彼らが  25 
年以上にわたり経営しているコーヒー農場を案内してくれ
たのは、彼女の夫である  Carlos Lima さんと孫の  Kevin さん。
農場には、「One Tree for Every Bag」キャンペーンから贈
られた、マルセレサ種コーヒーの苗木  5,700 本以上が新た
に植えてあります。

先頭で案内する  Kevin さんは、コーヒーさび病に強い、1 本
のマルセレサ種コーヒーの苗木を覆うようにしゃがみ込み、
話をしていた祖父に目を向け、「いつか僕がこの農場の経
営者を継ぐよ」と誇らしげに語ります。Carlos Lima さんも
新しい苗木に向かって腰を下ろし、優しく微笑みながらつ
ぶやきます。「このプログラムは私たち家族にとって贈り物
のような存在です」。Kevin さんの顔に、今日一番の笑顔が
広がりました。立ち上がった  Kevin さんの案内で家へと戻る
と、挽きたてのコーヒーと砂糖、甘いパンを  Catalina さん
が用意して待っていてくれました。彼らの農場で生まれた
コーヒーを味わう私たちを、Catalina さん、Carlos Lima さ
ん、Kevin さんは輝きに満ちた目で見つめています。コーヒー
を口に運ぶたびに、代々受け継がれてきた家族の営み、文化、
技術に「One Tree for Every Bag」キャンペーンが与えた影響
のことを思わずにはいられませんでした。新しいの苗木の  
1 つひとつが、彼らの明るい未来を象徴する、次世代への希
望のように思えたのです。

 「One Tree for Every Bag」は現在までに  2,500 万本のコーヒー
の苗木を、メキシコ、グアテマラ、エルサルバドルのコーヒー
栽培農家に寄付しています。これらのコーヒー栽培地域では、
かつてコーヒーさび病で苗木の  40% が死滅するなど壊滅的
な打撃を受け、多くの農家が農場を手放すことを余儀なく
されました。しかし「One Tree for Every Bag」キャンペーン
が、彼らが何世代にもわたり育ててきた農場に、新たな未
来と希望をもたらすことになったのです。

Starbucks は、コンサベーション インターナショナルと協力
しながら、次世代のコーヒー栽培農家に新たな希望を生み
出しています。
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環境問題への先駆的な取り組みを   
30 年間にわたり続けてきた  Starbucks 
では、地球こそ私たちが最も大切にす
べきパートナーであることを常に理
解しています。Starbucks は、2020 年、
さらにそれ以降を見据えた意欲的な
目標と共に、グリーン リテールの実
現に引き続き取り組んでまいります。
店舗のグリーン化  
Starbucks が 20 か国で建設した 1,200 以上の店舗が LEED® 
(Leadership in Energy and Environmental Design) 認定を取得していま
す。Starbucks は、このような「グリーン ストア」を業界で最も多く建
設している企業であり、全世界の LEED® 認定プロジェクトの 20% を 
Starbucks の店舗が占めています。環境に配慮したリテール企業を実現
する取り組みは、今後さらに加速させていきます。イノベーション、持
続可能性、効率性の推進を目的とする、店舗展開計画全体を対象とした
店舗検証プログラムを現在策定中です。新規店舗と既存店舗を対象に、
建築に関する規格、水道光熱利用の効率性目標、パートナーとの連携の
枠組みを評価・策定していくことで、グリーン リテールが実現された
店舗を 2025 年までに 10,000 店舗にすることを目標としています。こ
の新しいプログラムを通して当社の規模を活かした社会貢献活動を展開
することで、世界で最も環境に配慮したリテール企業になるという目標
に私たちは大きく近づくことになります。

環境に配慮したカップの考案
カップのグリーン化では Starbucks はこれまでにかなり大きな進歩
を遂げてきましたが、まだ道のりは長いという認識を持っています。
Starbucksは、リユーザブル カップをお持ちいただいたお客様への割引
適用や、再生繊維 (PCF) を 10% 含有するホット ドリンク用カップな
ど、さまざまな業界初の取り組みを実現してきただけでなく、サイクル
を推進する基盤づくりの提唱者として業界を牽引しています。現在カッ
プのリサイクルは数多くの地域で実現していますが、Starbucks は現地

政府やステークホルダーの協力を得ながら引き続きリサイクル意識の
向上に取り組み、Starbucks 直営店舗のすべてでリサイクル率をさらに
高めていく考えです。私たちは 2022 年に向け、1) ホット ドリンク用
カップにおけるリサイクル素材の含有量を倍増させ、コールド ドリン
ク用カップの代替素材を模索する。2) リサイクル活動に引き続き注力
し、カップのリサイクルに取り組む店舗および地域の数を倍増させる。3) 
購入後の店舗利用やリユーザブル カップの利用を促進し、そのための
インセンティブを提供する。という 3 つの目標を掲げ、カップのグリー
ン化をさらに進めていきます。

グリーン  エネルギーへの投資
2005 年以来 Starbucks は再生可能エネルギーへの投資を続けていま
す。その取り組みが昨年 1 つのマイルストーンを迎えました。米国と
カナダのグリーン電力証書 (REC) とヨーロッパのグリーン電力供給契
約を主に利用することで、Starbucks が購入した再生可能エネルギーの
量が、全世界の Starbucks 直営店舗の消費電力すべてに相当する電力量
に達したのです。また Starbucks は、EPA の「Green Power Partnership 
National Top 100」リストにおいて、再生可能エネルギーの購入先とし
て業界 1 位にランクされています。昨年は、再生可能エネルギーの利
用促進を目的にクライメイト グループ (The Climate Group) が主宰す
る、世界最大級の企業や機関が参加する団体 RE100 にも加盟しました。
今後は、さまざまな土地に適した再生可能エネルギーの新たな購入方法
を模索すると共に、Starbucks が事業を展開する世界中の国々の電力網
に、新しい再生可能エネルギー プロジェクトを提案することに取り組
んでいきます。

パートナーの環境 意識向上
Starbucks では、持続可能性に対するパートナー (従業員 ) の意識を向
上し、パートナー自身から働きかけや情報発信が生まれるような環境作
りを目指しています。2016 年には、リテール パートナーとリテール
以外のパートナーを対象とした自主参加型の認定プログラムを試験導入
しました。この「Greener Apron™」プログラムは、アリゾナ州立大学 (ASU) 
スクール・オブ・サスティナビリティと Starbucks が共同開発した 3 
つの短い学習モジュールを使い、環境の持続可能性について学習できる
プログラムです。試験導入時に 1,100 人以上のパートナーを集めたこ
のプログラムは、2017 年春にはさらに拡張され、米国、カナダ、英国、
オランダのパートナーに対応する予定です。目標は、プログラムの参加
パートナーを 2020 年までに 10,000 人に増やし、持続可能性の提唱者
となるパートナーのネットワークを構築することです。

新たな道を切り開く  - グリーン リテール
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店舗のグリーン化

2025 年までに  10,000 店舗のグリーン 
リテール店舗を建設・運営

カップのグリーン化

カップにおけるリサイク
ル素材の含有量、カップ
のリサイクル率・再利用
率を  2022 年までに倍増

エプロンのグリーン化

2020 年までにパート
ナー  10,000 人を持続
可能性の提唱者に

電力のグリーン化

2020 年までに全世界の事業用
電力の  100% を再生可能エネル
ギーで購入

グリーン 
リテール 目

標

starbucks.com/social-impact

http://starbucks.com/social-impact
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S T A R B U C K S  パ ー ト ナ ー の 声

業務のグリーン化に
取り組む
Tawny Villain さんは、3 つの州で  10 年間にわたり Starbucks パー
トナーを続けて来ました。現在はテキサス州オースティンで勤
務。一年中太陽が照りつけるここオースティンは、持続可能性
の実現に取り組み、持続可能性について学ぶという彼女の願い
を叶えるのにぴったりの場所です。Tawny さんは興味のおも
むくままさまざまなことにチャレンジしてきましたが、常に意
識していたことは、人類の営みが生活環境に与える影響と、す
べての人々が自らの役割に気付くことの大切さです。そんな  
Tawny さんは、Starbucks とアリゾナ州立大学  (ASU) が連携して
実施している「Greener Apron ™」プログラムを通して持続可能
性についてさらに学びを深め、このプログラムで得た知識や経
験を同僚やお客様に伝えています。

また、ASU の「Starbucks カレッジ アチーブメント プラン  (SCAP)」
にも数多くのパートナーと共に参加し、持続可能性に関する学
位の取得に励んでいます。この学位は、卒業要件として現場で
のインターンシップを学生に求める  SCAP でも唯一の学位です。
Starbucks の  Global Social Impact and Public Policy 部門は、この
厳しい大学ならではのプログラムに共感。同部門の提案により、
この単位を履修する学生向けの奨学金プログラム「Sustainability 
Fellowship」が試験的に実施されることになりました。

Tawny さんは、その他  2 人のパートナーと共に、Starbucks の 
Sustainability 部門へのリモート勤務によりインターンシップの
要件を修了。Tawny さんが取り組んだのは、オースティンの廃
棄物処理の現状をマッピング・調査するというテーマでした。
この研究成果は  Starbucks の事例として活用され、廃棄物管理の
改善に役立てられる予定です。

「Starbucks の奨学金制度と  ASU の持続可能性プログラムは、持
続可能性に対する私の意識を高め、持続可能性を実現すること
の意味を教えてくれました。シアトルの  Starbucks サポート セン
ターを訪れ、まず最初にチームが取り組んでいるプロジェクト
を見せてもらいましたが、まさに私が考え続けていたことが展
開されていました。あれはすばらしい体験でした。以来、パー
トナーであることをますます誇りに思っています。バリスタの
経験に加えてプロフェッショナルとしての経験を積むことがで
きたことに、本当に感謝しています」。
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最も優秀な人材が集まる企業の  1 つで
ある  Starbucks では、事業を展開する
地域のパートナーとお客様に機会を
開くことに取り組み続けており、こ
れからも常に取り組んでいきます。
前途ある若年層の 雇用を促進
Starbucks は、仕事や教育から隔絶されてしまっている 16 ～ 24 歳の
若年層を数多く受け入れ雇用することで、彼らと共に未来を切り開き
ながら、彼らの夢の実現を支援しています。2015 年には Starbucks の
主導で、さまざまな大手企業が参加する共同イニシアチブ「100,000 
Opportunities Initiative」が設立されました。米国を代表する企業が加盟
する「100,000 Opportunities Initiative」の目的は、若年層と雇用側と
の有意義なマッチングのための道筋を作成すること。同イニシアチブで
は、100,000 人の「オポチュニティ ユース (有望な若者たち )」の雇
用実現という目標を、予定より 2 年も早く達成しています。

Starbucks でも 2020 年までに 100,000 人のオポチュニティ ユースを
雇用するという目標に独自に取り組んでおり、イニシアチブ全体では、
2021 年また、オポチュニティ ユースの雇用、維持、育成に特化した採
用と人材管理の実践手法の共有も進められています。までに 100 万人分
の雇用を創出するという目標で業界横断的な調整が進められています。

Starbucks は米国における低所得地域または中所得地域への店舗出店を
進めており、店舗にはトレーニング センターを併設し、地域の非営利
団体と連携しながら若年層への業務スキル訓練を提供しています。私た
ちは、若年層のニーズを満たし、彼らの可能性が最大限に発揮されるよ
うな訓練や支援を全世界で提供しています。

退役軍人と軍人配偶者を雇用
退役軍人と軍人配偶者を雇用し、彼らに協力してもらうことは、その
統率力、経験、奉仕精神が活かされるという点で、私たちすべてに大

きなメリットがあります。2013 年 Starbucks は、2018 年までに少な
くとも 10,000 人の退役軍人と軍人配偶者を雇用することをお約束し、
2017 年 3 月、この目標を 18 か月前倒しで達成したことを発表し、
2025 年までに 25,000 人の雇用へと目標を上方修正いたしました。さ
らに、彼らに対する取り組みを雇用以外にも拡大しています。たとえば、
現在米国軍に所属しているパートナーや退役軍人のパートナーは、自分
のカレッジ アチーブメント プランの給付金資格を配偶者や子供に拡大
することができます。さらに現在は、Starbucks に勤務する退役軍人や
軍人配偶者のコミュニティが交流できる場の整備を進めています。彼ら
の相互交流を実現し、ボランティアの機会を創出し、彼らが経験で得た
統率力を発揮してもらうことは、Starbucks はもちろん、世界全体にとっ
ても大きな意味があると考えています。

難民の受け入れ
難民とは、想像を絶するほどの困難な状況にあって、生活を再建し、
新たな一歩を踏み出すきっかけを求めている人々にほかなりません。
Starbucks には、あらゆる人々に機会を創出し、投資し、Starbucks が
出店する地域と彼らを結びつけてきた長い歴史があり、そのための取り
組みをさらに続けていきます。Starbucks は今後 5 年間で 10,000 人の
難民を迎え、雇用する取り組みを世界規模で展開していきます。彼らの
才能、経験、強い精神力を、Starbucks が事業を展開する全世界の地域
で発揮していただきたいと考えています。米国における難民採用は、通
訳など米軍を支える役割を果たした人材とその家族が最初の対象者にな
る予定です。

S T A R B U C K S  カレッジ  アチーブメント  プランを拡張
2016 年末時点で、227 人の卒業生を含む 6,000 人以上のパートナー
が Starbucks カレッジ アチーブメント プランに参加しています。さら
に 2017 年 3 月には、学業の成績に応じて授業料免除での入学資格が
得られる「Pathways to Admission」プログラムが発表されました。

機会の創出
夢を叶えるためのサポートを
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退役軍人 と軍人配偶者

2025 年までに  25,000 人の退
役軍人と軍人配偶者を迎え、
雇用

S T A R B U C K S  カレッジ  

アチーブメント  プラン

パートナーの卒業
者を  2025 年までに  
25,000 人に。プラン
の対象者と内容もさ
らに拡大・充実

難民

2022 年までに全世界
で  10,000 人の難民を
迎え、雇用

オポチュニティ  ユース

2020 年までに  
100,000 人の若年層
を迎え、雇用

目
標 機会の 

創出

starbucks.com/social-impact

http://starbucks.com/social-impact
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S T A R B U C K S  パ ー ト ナ ー の 声

STARBUCKS が広げた
学業のチャンス
Hagar Johnson さんが  Starbucks で働くことに決めたのは、サ
ポートが充実した仕事環境、給与面での安定性だけではあり
ません。大学教育を受けられるシステムの存在も大きな理由
の  1 つでした。

エングルウッドの店舗でシフト スーパーバイザーを務める  
Johnson さんは次のように語ります。「シカゴで開催された
「Opportunity Fair and Forum」に参加したのですが、従業員の
授業料を負担してくれるカレッジ アチーブメント プランがあ
るという  Starbucks の話しに夢中で飛びつきました。その場で
採用が決定した私は、これでやっと学位を取れるといううれ
しさでいっぱいでした」。

Johnson さんは以前はジョージア・サザン大学に通っていま
したが、健康上の問題から中退を余儀なくされていました。
Starbucks に採用された彼女はさっそくカレッジ アチーブメン
ト プランに応募しましたが、残念ながら成績が要件に達して
いませんでした。

カレッジ アチーブメント プランは、要件を満たす米国のパー
トナーが、アリゾナ州立大学  (ASU) のオンライン授業を使っ
て学費完全免除で学士号を取得できるプログラムです。一方、
Johnson さんのように、学位取得を希望するもののカレッジ 
アチーブメント プランの参加資格を満たせていない  Starbucks 
パートナーは  15,000 人ほど存在します。こうしたパートナー
の目標達成を支援するため、Starbucks と  ASU は  2017 年  3 月、
学業の成績に応じて学費免除で入学資格が得られる「Pathways 
to Admission」プログラムを発表しました。

「Pathways to Education」のおかげで、Johnson さんには ASU 
入学の道が開かれようとしています。

「誰もが大学にストレートに進めるわけではありません。スキ
ルを伸ばし、勉強を続けたいという意思があっても、何らか
の障害や挫折があってそれを諦めざるを得ない人も数多く存
在します。でも私は、経営者でも医師でも、なりたいものに
何でもなることができます。Starbucks が十分すぎるほどの支
援をしてくれたおかげです」。
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S T A R B U C K S  パ ー ト ナ ー の 声

実習という学び
Starbucks パートナーの多くを占める  24 歳以下の若年層は、
正規雇用と非正規雇用とを問わず就職に最も苦戦している世
代です。Starbucks では、訓練と雇用のためのイニシアチブ
を通して、こうした若年層の就労準備と雇用確保を支援して
います。

英国で  2012 年に立ち上げられた「Starbucks アプレンティス
シップ  (実習 )」プログラムは、リテール管理の業務を習得
することに加え、一人ひとり異なる目標に応用可能なスキル
を蓄積できる、若年層向けのプログラムです。2016 年  3 月
にはこのプログラムの対象職種が広がり、デジタル、法律、
経営などの業務を実習できるようになりました。Starbucks 
ではこの改革と同時に、英国の店舗における実習に加えて、
英国の  Starbucks サポート センターでもプロフェッショナル 
サービスの実習を開始しました。

現在 18 歳の  Zain Bedar さんが「Starbucks アプレンティス
シップ」プログラムの存在を知ったのは、今年初頭にロンド
ンで開催された就職説明会でのことでした。現在彼は、2 年
間にわたる財務アナリスト レベル  4 実習の  9 か月目を順調に
受講しています。

彼は語ります。「この実習プログラムを通して、現場で学習
しながら、プロフェッショナルな環境で実務経験と実践的な
スキルを身に付けることができました。私は、大学に進まず
職業訓練の実習を積むという決断が間違いではなかったと満
足していますし、キャリアの選択肢が広がったことにとても
ワクワクしています」。

現在も給与を得ている  Zain さんですが、Starbucks での訓
練終了時には勅許管理会計士  (CIMA) の資格を取得する予
定です。
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Starbucks のすべての店舗は地域社会
の一員です。私たちは事業を展開す
るあらゆる場所で、地域との信頼関
係強化に取り組んでいます。
販売されなか った食品を寄付
現在、Starbucks のミッションと価値観の実践に取り組む全米のパー
トナーが、販売されなかった食品を Starbucks が属する地域社会に寄
付する活動を、食料問題解決の一助とすべく推進しています。また 
Starbucks は、フィーディング アメリカとの連携により新しい独自の
取り組みを立ち上げ、米国の直営店舗における寄付可能な食品の回収
率 100% を 2020 年までに達成し、業界における「フードレスキュー」
を先駆者として普及させていく考えです。

フィーディング アメリカの協力を得たことで、飢餓救済・フードレス
キューの米国最大のネットワークを活用できることになります。この
ネットワークを活用し、食料不安に苦しめられている家族や個人に、
販売されなかった食品を再分配していきます。2017 年 3 月までに 
Starbucks は 100 万食の食品を寄付していますが、プログラムの全米
への展開が完了すれば、寄付の量は飛躍的に拡大し、年間 5,000 万食
に達すると試算しています。

さらに Starbucks では、米国における食料寄付の仕組みを確立するため、
回収された食品を安全に運搬するための冷凍・冷蔵車の購入など、フー
ド バンクによるプログラムのインフラ投資への経済的支援を行ってい
ます。

この「FoodShare」プログラムでは、食品を寄付するだけでなく、奉仕
作業として Starbucks パートナーの勤務時間を寄付するなど、地域の
フード バンクとパートナーの連携も生まれています。さらにフィーディ
ング アメリカとの連携では、フード バンク ネットワークへの投資に加
え、全米および地域レベルでの飢餓救済プログラムに関するアドボカ
シー活動にも Starbucks の支援が行われています。「FoodShare」プロ
グラムは、食料の寄付、地域奉仕活動、財政投資、アドボカシー活動と
いう全方位的な政策を展開し、飢餓の撲滅に取り組んでいます。

地域奉仕活動
Starbucks では、私たちには所属する地域社会にポジティブな影響を与える
チカラがあると信じており、またそうするべきだと確信しています。地域奉
仕活動は、Starbucks のミッションと価値観、Starbucks という企業全体の方
針に基づく活動であり、Starbucks が事業を展開する地域のニーズに個人ま
たは集団で応える、最も重要な手段の 1 つでもあります。

Starbucks では 2011 年 4 月、Starbucks の設立 40 周年を記念して、パー
トナーが 1 か月にわたり社会奉仕活動に従事する「グローバル サービス月
間」プログラムを立ち上げました。それぞれの地域コミュニティの活動に参
加したパートナーの数は、2016 年 4 月だけでも 50,000 人を超えています。
2017 年 Starbucks は、地域奉仕活動を毎年実施する Starbucks® の店舗を全
世界で 100% にするという地域奉仕活動の新たな目標をここに発表し、その
実現に年間を通して取り組んでいきます。世界中の店舗による地域奉仕活動
への取り組みを通して、持続可能性、飢餓撲滅、若年層雇用、退役軍人、難
民など、Starbucks 全体の社会貢献の取り組みに関連した活動へのパートナー
の積極的な参加が促されることを期待しています。

STARBUCKS ファウンデーション
Starbucks ファウンデーションでは、Starbucks の社会貢献方針と関連性の高
い分野について、次のような取り組みにより全世界の地域社会に支援を提供
しています。

「Opportunity for Youth」
プログラム 2016 年には、10 か国で 63 のパートナーシップが確立され、業
務スキルやリーダーシップ スキルの育成、雇用のマッチングなどで 20,000 人
以上の若年層に直接的な支援が提供されました。

コーヒー、茶葉、ココア生産に従事するコミュニティの支援
コミュニティの支援支援活動の対象は、店舗が属するコミュニティを越えて、
コーヒー、茶葉、ココアを Starbucks に供給する地域にも広がっています。
Starbucks ファウンデーションでは、こうした地域の経済的・社会的発展を
支援する各種プログラムに資金を投入しており、豊富な経験と知識を持つさ
まざまな非政府組織の協力を得ながら、コーヒーその他の農作物を生産して
いる国々の農業コミュニティとの連携に取り組んでいます。たとえば、教育
や農業訓練をより簡単に受けられるようにする、マイクロファイナンスやマ
イクロクレジット制度を整備する、生物多様性の保全をさらに強化する、健
康、栄養状態、水衛生のレベルを向上するといった活動が進められています。

 コミュニティに対する支援  
ローカルな信頼関係をグローバルに築く



16

ダイバーシティと インクルージョン
Starbucks のビジネスが成功するために何よりも欠かせないのは、異な
る経験、立場、背景を持つ人々が協力し合いながら一緒に働くことで生
まれるイノベーションです。このような環境作りをさらに推進するた
め、Starbucks では社内の主要部門の責任者をメンバーとする「Starbucks 
Inclusion Council」を設立、Starbucks におけるインクルージョンとダイ
バーシティ実現の戦略的ビジョン策定を進めています。このビジョンの
中で、歴史的に不当な評価を与えられてきた人々のために、採用でもサ
プライチェーンの面でも機会を創出するという取り組みを進めていきま
す。たとえば、すべてのパートナーが自分の仕事の公正な対価を得ると
いう同一賃金を徹底し、また、パートナーやお客様におけるダイバーシ
ティの実践を証明する説明責任を、Starbucks の経営陣に課していきます。
新しい市場の開拓、既存市場の拡大、全社的なイノベーションの継続と
推進など、Starbucks のあらゆる事業活動において、ダイバーシティとイ
ンクルージョンの実現は絶対的な義務として位置付けられます。

インクルーシブな職場
Starbucks の事業において何よりも優先されるのが、優秀なパートナーを
雇用し、育成し、維持することです。そのためには、敬意と尊厳に基づ
いてお互いを認め合うこと、そこにいる誰もが温かく歓迎される帰属意
識の文化を創出することが必要であり、Starbucks ではこの 2 つを最も
大切な価値観だと考えています。Starbucks に迎えることができたパート
ナーが、常にありのままの自分自身で、最高の仕事を遂行すること。こ
れが Starbucks が考える成功です。Starbucks にはパートナー ネットワー
クが 9 つありますが、ダイバーシティの実現はそれらすべてのネットワー
クの重点項目であり、人材の構成にもパートナーの多様な背景が反映さ
れています。あらゆるレベルのパートナーが上級管理者に連絡・相談でき、
上級管理職に昇進するチャンスも全員に与えられています。

さらに Starbucks では、医療、育児休暇、ストック オプション、授業料
免除で学士号を取得できる制度など、正規雇用および非正規雇用のパー
トナーに向けた包括的な福利厚生を提供し、パートナーのキャリア開発
と個人の目標達成を支援しています。私たちは、地域社会と信頼関係を
構築し、非営利団体、市民リーダー、さまざまな専門家団体と地域レベル・
国家レベルで連携することで、Starbucks が提供する機会と多様な人材と
をしっかりと結びつけることに取り組んでいます。

Starbucks の取締役会は現在、米国で最もダイバーシティが実現されてい
る取締役会の 1 つとなっています。2016 年末時点で、米国の Starbucks 

パートナーの約 43% がマイノリティで、66% が女性でした。米国のバ
イス プレジデントの 19% がマイノリティで、48% が女性でした。米国 
Starbucks の 60 人の最高幹部 (上級バイス プレジデント以上 ) のうち、
マイノリティは 18%、女性は 32% を占めていました。

私たちはダイバーシティの推進に引き続き取り組んでまいります。このた
め、Starbucks の最高幹部における女性とマイノリティの比率の達成目標
をさらに引き上げ、ダイバーシティに対する取り組みの進捗を評価し続け
ています。さらに、Starbucks の成功をさらに後押ししてくれる人材を確
保するため、経歴に関わらず引き続きあらゆる採用候補者とパートナーに
働きかけ、彼らを迎え入れていく考えです。

サプライ  チェーンのダイバーシティ
「Starbucks サプライヤー ダイバーシティ」プログラムは、サプライチェー
ンの強化だけでなく、物品の倫理的な調達という Starbucks の重要課題を
推進するにあたり中核的な役割を果たしています。このプログラムでは、
所有者・運営者に占めるマイノリティ、女性、LGBT、退役軍人、障碍者
の割合が少なくとも 51% に達している企業とのビジネス リレーション
シップ構築を目指しています。ダイバーシティが実現されているサプライ
ヤーとのつながりを積極的に模索することは、Starbucks の事業の推進と
いう意味があるのはもちろん、私たちが事業を展開する地域社会への投資
という側面もあります。こうした取り組みにより、高品質でイノベーティ
ブな製品とサービスを見きわめ、あらゆるビジネス チャネルから提供で
きるようになるだけでなく、付加価値を高め、経済的に発展していくこと
が可能になります。

Starbucks では、ダイバーシティが実現されているサプライヤーへの支出
額を 2000 年に初めて発表しました。当時合計 3,800 万ドルだった支出
額は、「Starbucks サプライヤー ダイバーシティ」プログラムの効果によ
り毎年 7,000 万ドル規模に成長しています。この数字は、米国とカナダ
における総支出額の約 10% に相当します。私たちは現在、前年比成長目
標を設定しながら、ダイバーシティを実践するサプライヤーへの支出額の
割合を、最終的に 15% にまで引き上げることを目指しています。

Starbucks では、こうしたプログラムや目標を戦略的な調達の仕組みの基
礎として位置付け、サプライヤーのダイバーシティ実現に総合的に取り
組んでいます。私たちは、Starbucks 全体のサプライ チェーンに関する目
標として調達目標額を設定することにとどまらず、Starbucks の調達部門
を通して、ダイバーシティ推進に取り組むサプライヤーを積極的に支援
しています。たとえば、単に有望なサプライヤーを模索するだけでなく、
Starbucks の基準を満たすサプライヤーには、ダイバーシティに関する指
導や育成の積極的なサポートを提供しています。

コミュニティに
対する支援
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地域奉仕活動

2020 年までに、地域奉仕活動を毎
年実施する  Starbucks® の店舗を全
世界で  100% に

F O O D S H A R E

2020 年までに、米国の直営店
舗における寄付可能な食品の
回収率を  100% に

コミュニティ
に対する支援 目
標

starbucks.com/social-impact

http://starbucks.com/social-impact
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starbucks.com/responsibility

S T A R B U C K S  パ ー ト ナ ー の 声

飢餓のない地域社会
を実現するために
Esther Ortega-Johnson さんは  7 歳の頃、週末になると朝早く
起き、底冷えのする中温かい衣服を身にまとい、家族と一緒
にロサンゼルスのダウンタウンへと足を運んでいました。こ
のお出かけには特別な目的がありました。食べるものがない
すべての路上生活者に、温かい食事を提供するのです。

現在、米国海軍に勤務する夫と共にテキサス州サンアント
ニオに住み、Starbucks のストア マネージャーを務めている  
Ortega-Johnson さんは、次のように語ります。「私の父は、
親戚を集めてタコスやホット チョコレートを作り、食べる
ものがなく困っているすべての人にそれらを配っていまし
た。それは、私がホームレスと飢餓の問題に直面した、初め
ての体験でした」。

その後  Ortega-Johnson さん家族の取り組みはまたたく間に
知れわたり、家族や友人が続々と参加することになりました。

彼女は語ります。「専門の団体のために仕事をしていたわけ
ではありません。困っている人を助けていただけです。私と
妹を育ててくれた両親は常に言っていました。"他者に与え
ることができるときにそれをしないのは、自分の責任を果た
していないということなんだ " と」。

この幼少時の体験は  Ortega-Johnson さんに大きな影響を与
えました。現在  Ortega-Johnson さんは、サンアントニオと
ヒューストンにおける  Starbucks の「FoodShare」プログラム
拡大に、パートナーの  1 人として取り組んでいます。

Starbucks では、フィーディング アメリカとの戦略的連携に
基づき、米国の直営店舗  7,000 店以上における寄付可能な食
品の回収率  100% を達成するという目標達成に取り組んでい
ます。プログラムの全米への展開が完了すれば、直営店舗の
スタッフが配布する栄養価の高い食品は、年間で  5,000 万食
に達すると試算しています。
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S T A R B U C K S  パ ー ト ナ ー の 声

奉仕活動を通した
社会還元
Starbucks パートナーは、長年にわたり社会貢献活動を通して
それぞれの地域社会に奉仕してきました。北京の  Starbucks 
パートナーも、9 年間にわたり「Cinema for the Blind」という
活動を支援しています。これは、目の見えない人にも国内・
海外の映画をもっと楽しんでもらうため、ボランティアがス
クリーンの映像を詳しく解説するという慈善活動です。

パートナーとして  11 年の経験を持ち、Starbucks のミッション
と価値観を日々実践している  Zheng Tao さんもこの活動に参加
しています。彼の心は、Starbucks 中国北部地域のコーヒー マ
スター認定を獲得しても満たされることがありませんでした。
周りに存在する恵まれない人々に支援の手を差し伸べるには
どうすればよいか、焦りにも似た感情を常に抱えていたので
す。6 年間にわたるボランティア活動で彼が解説した映画は  
40 本以上、奉仕した時間は合計で  9,000 時間にも達します。

Tao さんは当時を振り返り、次のように語っています。
「Starbucks が北京の  "Cinema for the Blind" 活動を支援するとい
う話しはスーパーバイザーから聞いたのですが、聞いたその
場で申し込んでいました。目の見えない人の代わりに私が目
の役割を担うことで、彼らが自分と同じように映画を楽しむ
ことができる。これはすばらしいことです」。

Zheng Tao さんは 2016 年  9月、北京の「Cinema for the Blind」
における貢献と熱意が認められ、中国で最も影響力のあるビ
ジネス リーダー、起業家、科学技術者と共に、中国のトップ  
50 イノベーターに選出されました。これは、イノベーション
を追求する姿勢と意欲を奨励し評価することを目的に、中国
の大手ビジネス誌「第一財経週刊」が年  1 回開催しているラン
キングです。ビジネス、ブランド、テクノロジ、デザインといっ
た分野で中国を牽引するリーダーにとって、最も権威あるラ
ンキングの  1 つです。



20 概要目標
対 象 領 域 目 標 2 0 1 6 年 度 達 成 状 況  ( 2 0 1 7  年  4  月 時 点 )

調達に関する取り組み
倫理的に調達されたコーヒーの割合を   
100% に 99% 倫理的に調達されたコーヒーの割合を 99% に

コーヒー苗木の植樹
2025 年までに  1 億本のコーヒー苗木を栽培 
農家に寄付 900 万本 「One Tree for Every Bag」キャンペーンの取り組みにより、

寄付された苗木は 2,500 万本に到達

グローバル  ファーマー   
ファンド

2020 年までにコーヒー栽培農家に  5,000 万 
ドルを融資 2,130 万ドル 農家向け融資に 2,130 万ドルを確約または投資済み

農学のオープンソース化
2020 年までに  200,000 人のコーヒー栽培農
家に講習を実施 新しい目標 運営する 8 つのファーマー サポート センターで栽培農家への講習を実施。成果の

報告は 2017 年のレポートから開始予定

カップのグリーン化
カップにおけるリサイクル素材の含有量、
カップのリサイクル率・再利用率を 2022 年
までに倍増

新しい目標 再生繊維 (PCF) を 10% 含有するカップを使用。米国の直営店舗の 50% 以上で店
頭でのリサイクルを実施。ドリンク全体の 1.4% はリユーザブル カップで販売

店舗のグリーン化
2025 年までに  10,000 店舗のグリーン リテー
ル店舗を建設・運営 1,000 店 20 か国で建設した 1,200 以上の店舗が LEED® 認定を取得

電力のグリーン化
2020 年までに全世界の事業用電力の  100% を
再生可能エネルギーで購入 新しい目標

全世界の Starbucks 直営店舗の消費電力すべてに相当する電力量をグリーン電力証
書 (REC) で購入。2017 年 4月、ノースカロライナ州ロブソン郡の 260 エーカー
の土地に太陽光発電を設置する投資を発表

エプロンのグリーン化
2020 年までにパートナー  10,000 人を持続可
能性の提唱者に 1,120 人 「Greener Apron ™」プログラムの正式運用を 4 つの市場で開始

退役軍人と軍人配偶者 2025 年までに  25,000 人の退役軍人と軍人配
偶者を迎え、雇用 7,745 人 10,000 人という当初の目標は 2017 年 3 月に達成。目標値を 25,000 人に上方修

正

S T A R B U C K S  カレッジ   
アチーブメント  プラン

パートナーの卒業者を  2025 年までに  25,000 
人に。プランの対象者と内容もさらに拡大・
充実

227 人 現在までに 400 人のパートナーが卒業。6,500 人以上のパートナーが現在 ASU の
オンライン学位取得プログラムに参加中

オポチュニティ  ユース
2020 年までに  100,000 人の若年層を迎え、 
雇用 32,096 人 オポチュニティ ユース 10,000 人の雇用という 2015 年に設定した目標を最初の  

1 年で達成。2020 年までの目標値を 100,000 人に上方修正

難民
2022 年までに全世界で  10,000 人の難民を迎
え、雇用 新しい目標 Starbucks が事業を展開する 75 か国で 10,000 人の難民を採用する計画を 2017 

年 1 月に発表。進捗状況は 2017 年のレポートで報告予定

F O O D S H A R E
2020 年までに、米国の直営店舗における寄
付可能な食品の回収率を  100% に 新しい目標 2016 年に「FoodShare」プログラムの実施を発表し、展開を開始。現在までに 

100 万食以上を寄付

地域奉仕活動
2020 年までに、地域奉仕活動を毎年実施す
る  Starbucks® の店舗を全世界で  100% に 新しい目標 ベースラインとなる店舗数を 25,000 店に設定、引き続き進捗状況を注視していく

予定



フ ィ ー デ ィ ン グ  ア メ リ カ

「Starbucks とパートナーシッ
プを確立したことは、私たち
のフード レスキューの取り組
みにおいて非常に大きな分岐
点となりました。以来私たち
は、食料調達のための革新的な
解決策を模索し続けています。
"FoodShare" を始めとするさま
ざまな活動が生まれたことも、
私たちが正しい方向に進んでい
ることの表れだと思います」

Diana Aviv 氏  
CEO

コ ン サ ベ ー シ ョ ン  イ ン タ ー
ナ シ ョ ナ ル

「コーヒー栽培地域の農家に健康
な苗木を提供することで、現在
の土地の生産力を高め、森林破
壊を防ぐことができます。健康
で彩りのある暮らしを全世界の
人々に提供し、恵みある豊かな
自然を守るため、Starbucks と共
に協力しながら長期的な取り組
みを実践できることを誇りに思
います」

M. Sanjayan 博士  
エグゼクティブ バイス プレジデン
ト兼シニア サイエンティスト

ク ラ イ メ イ ト  グ ル ー プ

「Starbucks を始めとする  RE100 
の加盟メンバーが目指している
のは、単に目標値を達成するこ
とではありません。彼らの目標
は、電力購入の枠組みそのもの
を刷新することです。Starbucks 
による太陽光発電インフラへの
投資と、革新的なグリーン電力
料金は、再生可能電力におけ
る非常に示唆に富んだビジネス 
ケースです。さまざまな企業と
機関を巻き込んだ彼らの強力で
イノベーティブな取り組みは、
Starbucks が気候変動の防止に
真剣に取り組んでいることを数
百万の顧客に示す、米国のあら
ゆる企業と公共事業体が参考に
すべき格好のサンプルです」

Sam Kimmins 氏  
RE100 リーダー

ユ ダ ヤ 人 救 出 委 員 会

「5 年間で 10,000 人の難民を雇用
するという Starbucks の力強く
そして大きな影響をもたらすで
あろう取り組みに協力できるこ
とに、身が引き締まる思いです。
雇用を通して地域社会に溶けこ
むことは、難民が新しいコミュ
ニティに適応する最も有効な手
段の  1 つです。待望されていた
雇用創出を  Starbucks が約束し
てくれたことは、当団体の利用
者の自給自足実現に向けた、重
要なファースト ステップです」

David Miliband 氏  
プレジデント兼 CEO
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starbucks.com/social-impact

http://starbucks.com/social-impact
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範囲
2016 会計年度のレポートでは、倫理的な調達、コミュニティへの投
資、環境に関する責任という 3 つの主要分野について設定された目標
に対し、当社がどのようなパフォーマンスを見せているのかに焦点を合
わせます。こうした取り組みは当社の事業に直接結び付くものなので、
当社の財務、コーポレート ガバナンス、職場と多様性のポリシー、お
よびパフォーマンスに関して starbucks.com で公開されている情報や資
料へのリンクも含まれています。このレポートを作成するにあたって、
当社では、My Starbucks Idea などの簡単にアクセスできるお客様お
よび Starbucks パートナー ツール、Starbucks のソーシャル メディア 
チャネル (Starbucks と Starbucks のパートナーの Facebook、Twitter、
Instagram) および当社のカスタマー サービス チームを介して、賛同者
や投資家との 1 年を通じての関わり、およびこうした人々からのフィー
ドバックに基づき、Starbucks と当社のステークホルダーにとって重要
なトピックと問題をカバーしました。こうした取り組みは、戦略的顧問
会社の SustainAbility と PR 会社の Edelman が実施した業界およびトレ
ンド分析や、当社と協力関係にある数多くの組織との直接的な対話によ
り補完されます。プログラム、ポリシー、およびこのレポートのコンテ
ンツが、当社の事業やステークホルダーにとって意味を持つものとなる
ように、社内と社外の両方の関与が当社の経営方針の重要な要素となる
ことを徹底します。

境界
これまでのグローバル責任レポートと同様に、今年のレポートでも、倫
理的な調達、コミュニティーへの投資、環境に関する責任の分野で、私
たちが行っていることに重点を置きました。これらの分野は私たちの事
業にとって非常に重要であり、私たちが最も大きな影響を与えることが
でき、実際に与えている分野であることもわかっています。ステークホ
ルダーの関与の取り組みに基づき、これらの分野が、お客様、パートナー、
非政府組織 (NGO)、投資家にとって重要であることも確信しています。
さらに、健康とウェルネスおよび職場のポリシーに関する問題は、当社
の事業の重要な要素であり、主要なステークホルダーにとっても大きな
関心の的です。当社の取り組みは世界的なものですが、このレポートでは、
コーヒーの購入に関する部分を除き、主に米国とカナダの Starbucks 直営

店舗および世界のサプライ チェーン業務に焦点を合わせています。こう
した業務は、売上のパーセントやカバーする店舗数に基づけば、コーヒー
の購入と共に、Starbucks の社会的、環境的、経済的な影響の点で、最も
重要な領域です。掲載されている情報には、世界のすべての Starbucks ブ
ランドのもと、直営またはライセンス契約によるリテール店舗で販売お
よび提供されるコーヒーの情報が含まれています。

Starbucks では、CRedit360 プログラムを使用して、主要業績評価指標
のレポートと追跡、会社全体の業務と影響への継続的な可視性の提供、
および承認と監査の目的で、持続可能性データを管理します。当社のパ
フォーマンスについて一貫した正確なレポートを作成できるように、世
界的なレポートの取り組みを引き続き検証および改善していきます。

レポートの年
別途記述がある場合を除き、Starbucks の 2016 会計年度 (2015 年 9 
月 28 日 ～ 2016 年 10 月 2 日 ) を指します。

通貨
別途記述がある場合を除き、すべての通貨の単位は米国ドルです。

過去のレポート
Starbucks では、2001 年から毎年レポートを作成しています。過去の
グローバル責任レポートについては、当社の Web サイトからダウンロー
ドすることができます。

情報の整合性
2016 会計年度でレポートされる情報の準備と整合性に関する責任は、
Starbucks の経営陣にあります。社内の内容領域専門家が関与する包括
的な検証プロセスなど、内部統制のシステムを経たこの情報は、2016 
会計年度の当社のグローバル責任活動およびパフォーマンスを正確に表
したものであると考えています。社外の検証は、Moss Adams LLP によ
り実施されました。目標のパフォーマンスに関連するすべてのインフォ
グラフィックは、進行状況を視覚的に表すものであり、正確な縮尺比で
はありません。

このレポートについて
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将来の見通しに関する記述
2016 会計年度のグローバル責任に関する弊社のレポートには、弊社の
事業と将来の事業計画 /イニシアチブ /目標 /目的についての、将来の
見通しに関する記述が含まれます。こうした将来の見通しに関する記述
は、現在利用できる業務、財務、および競合情報に基づくものであり、
数多くの重大なリスクや不確実性に左右されます。実際の将来の結果は、
コーヒー /乳製品 /その他の原材料の価格と供給、成長戦略およびその
他の戦略を弊社の計画どおりに実施できたかどうか、コスト削減やその
他のイニシアチブ、米国および国際社会の経済と通貨の変動、競合の影
響、訴訟の影響、当社が米国証券取引委員会に提出した報告書 (2016 
年 10 月 2 日までの会計年度についてまとめた Starbucks Form 10-K 年
次報告書の「リスク要素」セクションを含む ) で説明するその他のリス
クなど、さまざまな要素によって大きく異なる可能性があります。当社
には、これらの将来の見通しに関する記述を更新する義務はありません。

私たちの事業の真髄は、1 人ずつ、1 杯ずつ、1 地区ずつ、人の精神をインス
パイアし、育てることです。自分たちのミッションと価値観に常に誠実であ
り続けることは、私たちの役割であり、責任です。
私たちは、私たちが関わるあらゆるコミュニティで、高い目的意識と確信に
従って日々の業務に取り組んでいます。

starbucks.com/social-impact

http://starbucks.com/social-impact
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